

























16; 3: 13、16、31;5: 19 ~ 24、30、37;6: 38、44、46;7 : 16 ~ 18; 8 : 23、25~29、42;
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（福音書 8:25b ~ 29) 
「わたしたちはまた、御父が御子を世の救い主として遣わされたことを見、またそのことを証ししていま




事としてヨハネ福音書は十字架の受難物語を置いている (18~ 19章） 6。
イエスと父との一体性に加えてヨハネ文書の記者たちはイエスと信徒との一体性を強調して
いる (1: 16; 3 : 16; 5 : 24; 6: 39、54;8: 12、31~ 32; 10 : 3 ~ 5、14~ 16、27~ 30; 11: 
25 ~ 26; 12 : 26; 14 : 20; 15 : 4、8、16;17: 11、21、23;20: 21;手紙 I1 : 7;2 : 1、6、


















れ (15: 10、12;1ヨハネ 2: 3 ~ 8; 3 : 22 ~ 24; 4 : 21 ~ 5 : 3) 、言葉も同様に単数形（~)

























A. キリスト論②： （1: 9 ~ 10a) 
その光は、まことの光で、世に来てすべての人を照らすのである。彼は世にあった。世は彼によっ
て成った。
B.信徒・宣教論② ： （1: 10b ~ 12) 
（だが、）世は彼を認めなかった。彼は自分の民のところへ来たが、民は受け入れなかった。しか
し、彼は、自分を受け入れた人、その名を信じる人々には神の子となる資格を与えた。 13節略。
A. キリスト論③： （1: 14a) 
言（巫匹§)は肉となってわたしたちの間に宿られた。













2) 人の子による永遠の命 (3:13~21) 























A. キリスト論② (3: 35) : 
御父は御子を愛して、その手にすべてをゆだねられた。
B.信徒・宣教論② (3: 36) : 
御子を信じる人は永遠の命を得ているが、御子に従わない者は、命にあずかることがないばかり
か、神の怒りがその上にとどまる。









る者に弁護者である霊を授けることによって (14: 16、17、26;15 : 26; 16 : 7;1ヨハネ 2:
1）、イエスは教会の中に生きている。その言葉を生前のイエスの口に語らせて pn山江aとした
のである。ヨハネは聖霊所有を救いの場（教会）として、現在に集中する 13。
4) イエスの長いモノローグ (5:19~47) から
i) 弟子の権威 (5:19 ~ 30) 
A. キリスト論① (5:19 ~ 22) : 
そこでイエスは彼らに言われた。「はっきり言っておく。子は、父のなさることを見なければ、自
分からは何事もできない。父がなさることは何でも、子もそのとおりにする。・・・・・・・ (21節） ． 
父が死者を復活させて命をお与えになるように、子も、与えたいと思う者に命を与える。また、父は
だれをも裁かず、裁きは一切子に任せておられる。





A. キリスト論② (5:26 ~ 27) : 
父は、御自身の内に命を持っておられるように、子にも自分の内に命を持つようにしてくださった
からである。また、裁きを行う権能を子にお与えになった。子は人の子だからである。
B.信徒・宣教論② (5: 28 ~ 29) : 
驚いてはならない。時が来ると、墓の中にいる者は皆、人の子の声を聞き、善を行った者は復活し
て命を受けるために、悪を行った者は復活して裁きを受けるために出て来るのだ。
i) イエスについての証し (5:31 ~ 47) : 




B. 信徒・宣教論 (5:38 ~ 47) 
また、あなたたちは、自分の内に父のお言葉をとどめていない（拉Yと打翌a虹0og屯虹堅g些
















5) イエスは命のバン (6:22~58): 






A. キリスト論② (6:35a) : 
イエスは言われた、「わたしが命のパンである。」
反復する関連のキリスト論：③ 6:41；④ 6: 48；⑤ 6: 58a 




反復する関連の信徒・宜教論： ③ 6: 42 ~ 46；④ 6: 49 ~ 57；⑤ 6: 58b ~ 61 
ヨハネ福音書に特有の匂Q亘巴で始まるキリスト論の第一弾である。この言葉が伴う補語
は、全部で八種類ある。「パン」（上記）、「世の光」（8:12)、「羊の門」 (10:7)、「門」
(10: 9)、「良い羊飼い」 (10:14)、「復活、命」 (11: 25)、「道、真理、命」 (14:6)、「ま
ことの葡萄の木」 (15:1)。いずれも簡明で誰の記憶にもとどまり易い讐えの形態をとって
67 
語られているキリスト論である 16。補語を伴わない匂Q亘巴は六箇所 (8:24、28、58;13: 







A. キリスト論① (6:62a): 
（それでは）人の子はもといた所に上る。





A. キリスト論② (6:65) : 
父からお許しがなければ、だれもわたしのもとに来ることはできない。














7) エルサレムでの論争 (7:1 ~8: 59) 
7章と 8章はキリスト論をめぐる、イエスとイエスの兄弟 (7:1 ~ 9)、ユダヤ人 (7:10 ~ 
















































































8)「視力障害者の癒し」と「良い羊飼いの物語」 (9 : 1 ~ 10 : 21) 






から追放さるが (9:34、35)、イエスを「人の子」 (9:35 ~ 36)と告白して、信徒になる (9:
38)。イエスによって癒された視力障害者は、模範的な信徒の告白を段階を踏んで表している。





A. キリスト論① (10: 7) : 
イエスはまた言われた。「はっきり言っておく。わたしは羊の門である。
B. 信徒・宣教論① (10:8) : 
わたしより前に来た者は皆、盗人であり、強盗である。しかし羊はかれらの言うことを聞かなかった。
A. キリスト論② (10:9a): 
わたしは門である。
B.信徒・キリスト論② (10: 9b ~ 10a) : 
わたしを通って入る者は救われる。その人は、門を出入りして牧草をみつける。盗人が来るのは、
盗んだり、屠ったり滅ぽしたりするためにほかならない。
A. キリスト論③ (10:10b ~ 11) : 
わたしが来たのは羊が命を受けるため、しかも豊かに受けるためである。わたしは良い羊飼いであ
る。良い羊飼いは羊のために命をすてる。
B.信徒・宣教論③ (10: 12 ~ 13) : 
羊飼いではなく、自分の羊を持たない雇い人は、狼が来るのを見ると、羊を置き去りにして逃げる。
狼は羊を奪い、また追い散らす。彼は雇い人で、羊のことを心にかけていないからである。




B.信徒・宣教論④ (10: 16) : 
わたしにはこの囲いに入っていないほかの羊もいる。その羊をも導かなければならない。その羊も
わたしの声を聞き分ける。こうして、羊は一人の羊飼いに導かれ、一つの群れになる。














9)宣教活動 (2:1 ~ 10: 42) からイエスの時（十字架、復活、高挙）への橋渡し 25




A. キリスト論① (11: 25a) : 
イエスは言われた。「わたしは復活であり、命28である。








A. キリスト論② (12: 23 ~ 24) : 
イエスはこうお答えになった。「人の子が栄光を受ける時が来た。はっきり言っておく。一粒の麦
は、地に落ちて死ななければ、一粒のままである。だが、死ねば多くの実を結ぶ。

















B.信徒・宣教論③ (12: 29 ~ 31) : 
・・・・・・・イエスは答えて言われた。「この声が聞こえたのは、わたしのためではなく、あな
たがたのためだ。今こそ、この世が裁かれる時、今、この世の支配が追放される。
A. キリスト論④ (12: 32) : 
わたしは地上から上げられるとき、すべての人を自分のもとへ引き寄せよう。」






イエスの祈りはゲッセマネの祈り（マルコ福音書 14:32 ~ 42)に類しているが30、イエス
の栄光の時であればイエスと父との深い関係を最後に締めくくるキリスト論になっている。信
徒論も同じく人の子であるイエスに従う最後の勧めになっている。


















12章37節から 50節はイエスの宣教活動を結ぶペリコーペである。前半 (12:37~ 43)は
イエスを信じた多くの者と告白できなかった者たちを対比させて締めくくったのに続いて、後








スが裁く、としてこのペリコーペをキリスト論で締めくくるのである (12:48b ~ 50)。ここ
に信徒・宣教論を併記しなかった理由も、締めくくりであるという事で一層良く理解できるで
あろう。また、ロゴスを単数形の掟に移し変えているが (12:49、50)、これは 13章以下のと
ころで更に繰り返されていく (13: 34; 14 : 23、24;15: 7、10)。
10)別れの会食 (13:1~38):
A. キリスト論① (13: 3) : 
イエスは、父がすべてを御自分の手にゆだねたこと、また、御自分が神のもとから来て、神のもと
に帰ろうとしているのを悟った。













A. キリスト論的展開③ (13: 19) : 
事の起こる前に、今、言っておく。事が起こったとき、「わたしはある』ということを、あなたが
たが信じるようになるためである。
B.信徒・宣教論③ (13: 20) : 
はっきり言っておく。わたしの遣わす者を受け入れる人は、わたしを受け入れ、わたしを受け入れ
る人は、わたしをお遣わしになった方を受け入れるのである。」




B.信徒・宣教論④ (13: 33 ~ 35) : 
子たちょ、いましばらく、わたしはあなたがたと共にいる。あなたがたはわたしを捜すだろう。『わ



















11) 告別の説教 (1)35 「わたしはあなたがたを孤児にはしておかない」 (14:1~31): 
B.信徒・宣教論① (14: 1): 
心を騒がせるな。神を信じなさい。そしてわたしをも信じなさい。
































A. キリスト論的記述④ (14:18b ~ 19a) : 
わたしはあなたがたのところに戻って来る。しばらくすると、世はわたしを見なくなる。










A. キリスト論的記述⑤ (14: 24b) 
あなたがたが「いている言 はわたしのものではなく、わたしをお遣わしになった父のものである
（廷螂紐KOUe'te幽号螂叫亜冗£μ蜘 曲s胆四幽．）。






き抜く力になるからである。その神は、「道であり、真理であり、命である」 (14: 6) イエス
によって既に現されている (14:9）。また、不信を越える力をもつものとして、いずれも複数
形の言葉 (14: 10)、業 (14: 10、11)、掟 (14: 15、21)が挙げられている。それはイエス
亡き後、教会が霊（弁護者）の助けをかりて行う宣教の言葉と業と掟であることをヨハネ記者
は意図して複数形にしているのである。イエスを愛する人がイエスのロゴス（K巫型 14:23a) 










12) 告別の説教 (2): (15 : 1 ~ 16 : 33) 
A. キリスト論① (15:1):
わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫である。







A. キリスト論② (15: 5a) : 
わたしはぶどうの木、（あなたがたはその枝）である。





















れがわたしの命令である(~面a 如仕臥k平a屯直y、也g勾四＆te 心入巾A.O'US) 。
第二の告別説教 (15:1 ~ 16: 33)が第一の告別説教 (14:1 ~ 31)と異なる資料によるも
の38であることは、今まで検討してきた構成上の相違からも分かるであろう。ここではキリス




会の言葉 (m狙堕!!,15: 7) 39 にとどまり、両者の掟（如~ 15: 10)にとどまることである。
殉教死の覚悟を確かにするために、著者は再びイエスの掟（些四M15: 12) を信徒に思い起
こさせる。
B.信徒・宣教論③ (15: 18 ~ 25) : 
世があなたがたを憎むなら、あなたがたを憎む前にわたしを憎んでいたことを覚えなさ





A. キリスト論的記述③ (15: 26) : 
わたしが父のもとからあなたがたに遣わそうとしている弁護者、すなわち、父のもとから出る真理
の霊が来るとき、その方がわたしについて証しなさるはずである。






る。ほかは、 13章 16節で語られた伝承に由来した［マタイ (10:24) とルカ (6:40)福音






後のキリスト論的記述は弁護者による第三回目の約束 (15:26)である（第一回 14:16 ~ 17 
；第二回 14:26)。真理の霊である弁護者がイエスについて証しすることは、初めからイエス
と一緒にいた弟子たちがイエスの昇天以後に教会が証しすることと一つであることの約束であ
る (1ヨハネ 2:24; 2ヨハネ 6)41。この約束をもって、イエスの時から教会の時に備えるよ
う勧めてこの項を閉じている。
A. キリスト論④ (16: 5a) : 
今わたしは、わたしをお遣わしになった方のもとに行こうとしている。
B.信徒・宣教論④ (16:5b ~ 6) : 
だが、あなたがたはだれも「どこへ行くのか」と尋ねない。むしろ、わたしがこれらのことを話し
たので、あなたがたの心は悲しみで満たされている。











B.信徒・宣教論⑤ (16: 17 ~ 24) : 


























た。•.．．． 6 節 a,b ：世から選び出してわたしに与えて下さった人々に、わたしは御名を現しま
した。彼らはあなたのものでしたが、あなたはわたしに与えてくださいました。













B.信徒・宣教論② (17: 18 ~ 26) 















み込む方式も記述の特徴に挙げることができる (14:23 ~ 24; 1ヨハネ 2:3、8、15~17; 3: 
22、23、24;2ヨハネ 4、5、6)。
17節bは従来述べられてきた二つのキリスト論を一つにまとめている。すなわち、「イエス
は神の言葉である」 (1: 1、2、14)、また、「イエスは真理である」 (14:6)であれば、これは
当然ロゴスでなければならない。
最後に、 17章20節はイエスの祈りのなかでも異質な展開に聞こえる。祈りは終始、イエス





















































A. キリスト論的記述② (1ヨハネ 1:5b) : 
神は光であり、神には闇が全くない（ということです）。
B.信徒・宣教論② (1ヨハネ 1:6 ~ 2: la) : 
・・・・・・神が光の中におられるように、わたしたちが光の中を歩むなら、互いに交わりを持ち、
御子イエスの血によってあらゆる罪から清められます。..・・・・・ 10節：罪を犯したことがない




A. キリスト論的記述③ (1ヨハネ 2:lb~ 2) : 
御父のもとに弁護者、正しい方、イエス・キリストがおられます。この方こそ、わたしたちの罪ば
かりでなく、全世界の罪を償ういけにえです。























信徒を神から生まれ、神の子らであるとし (2: 18 ~ 29; 3 : 1 ~ 24)、御子イエスが現した兄
弟愛の古くて新しい掟 (2:7~ 8、 10；些翌M) に従うなかで、神の掟 (2:3~4;~)
を守る教会員となることが出来たとした後で、神の掟の具体的内容を、教会内の子供たち、父

























方も含まれてくる。手紙では信条 (C)を要としてキリスト論 (A) と信徒・宜教論 (B)が結
ばれているのである。












































































2. 会堂追放について、ヨハネ福音書では3ヵ所（9: 22;12 : 44;16 : 2)に記されている。 9
章 34 、 35 節の“外に追い出す(~)"も同様の内容を指している。ラビ的ユダヤ










6. Koester,C.R.,Symbolism in the Fourth Gospel, Fortress Press, Minneapolis,1995,212 
~214頁を参照；本稿皿、 14) を高覧されたい。
7. 陶山義雄、前掲論文第 15号、 64頁。
8. 注解者の殆どはヨハネ文書の中に、掟の単数形と複数形が使われていることに言及しな
がらも、掟を同じ内容へと同化させているために、本稿が展開するような両者の内容上の
区別が出来ていない：Schnackenburg,R.,Das Johannesevangelium, HThK Il, Freiburug 
(5.Aufl.) 1986,S.117; Schriackenburg,R., Die Johannesbriefe HThK Xll-3, Freiburg (7 
Aufl.) 1984,S.312;Brown, R.,The Gospel according to John:xm ~XXl, Anc.B. 
29A,Doubleday, 1970,P.680; Brown,R.,The Epistles of John, Anc.B. 30、Doubleday,
1982,P.683; Bultmann,R., Das Evangelium des Johannes, Goettingen(l 7Aufl.),1962,S.416; 
Bultmann,R., Die Johannesbriefe, Goettingen (7. Aufl.) 1969,S.106; Strecker, G., Die 
Johannesbriefe KEK 14,Goettingen 1989, S.203; Vogler,W.,Die Briefe des Johannes 
ThHKl 7, Evangelische Verlagsanstalt, 1992, S.71; Schrenk, G.佳四盛i,Kohlhammer, 
ThWZNT N 1942, S.550; Braun, F., La Deduction du Pluriel au Singulier dans I} 






9. 匹鱗如Q箪 (1: le)は、おそらく、 20章28節の針担塗匹pと言ったトマスの
告白と対応している。神の性質をもっロゴス (1: 1)は受肉と自己啓示、受難、高挙、復
活顕現を通して冠詞の付いたロゴス告白へと高められていく。 Bultmann,R.,Das





















Koester（前掲書）や O'Day,G. R., The Gospel of John, NIB, Nashville 1995,等もこれ
を支持しており、今ではほぽ、定説になっている。




法である： Anderson,P. N., TheChrisl:dogyoftheFourth Gospel, Pennsylvania, 1996, P.21; 
Schnackenburg, R., Das Johannesevangelium, I Freiburug,1985 (4. Aufl.）、 300~301
頁では8章24節をも 58節との関連で “Ich,Gott, und keinanderer"を表す言葉として捕
らえている。匂Q辿μがキリスト論的表象であることに依存がなくても、全てを神性の表
象ととるか否かは見解に若干の相違が見受けられる： O'Day，前掲書、 602、646~647頁、
及び BrownR. E., The Gospel according to John I~ XI, Anch. B., Doubleday, 1966, 
Appendix N EGO EIMI-"I am", 533 ~ 538頁を参照。
18. 6章54節を聖餐論としてとらえ、信徒のなかから聖餐を拒む者として脱落者を想定する
見解もある（松永・山岡、前掲書、 446~ 447頁）。だが、 6章63節（「命を与えるのは霊
であり、肉は何の役にも立たない」）が。 6章54節（聖餐）を否定する解説として捕らえ









22. Bultmann, R.，前掲書 •Evangelum, 235頁より引用。




25. Bultmann. R.，前掲書 •Evangelium, 300 ~ 301頁。
26.洗礼者ヨハネが洗礼を授けた場 (10:40 ~ 42)でイエスの宜教活動の締めくくりとす
る見解による： Brown, 前掲書 •Gospel, 414頁。しかし、この見解では 11~ 12章を正当
に評価できていない。
27. O'Day，前掲書、 681より引用： ThePrelude to Jesus'Hour. 
28.写本 (p45,sys,Cypr., Or.）では堅吐紐珀が欠けている。 24節に復活への言及はある
が、命への言及ないので、 24節に合わせたものと考えられるので、命を加えた写本（前掲
以外の大多数）を支持して本文に加えてある。
29. Barret, C. K., The Gospel according to ST John, (2nd ed.), Philadelphia, 1978、P.397.




33.イエスによる洗足 (12:4~ 11)に続けて、第二の意義を「弟子の間での洗足 (12:12 
~ 17) 」に置いて福音書では進めている： Bultmann，前掲書 •Evangelium, 361頁。
34. O'Day，前掲書、 732頁。
35.「告別の説教」の始めを 13章31~ 38節におく見解もある：大貫隆、前掲書、 111頁；松
永・山岡、前掲書、 501頁。しかし、この部分を「告別の食事」の結びと取れば、 14章の
始めから「告別の説教」になる。本稿では後者を取っている：Brown，前掲書・ Gospel, 608 
~ 609頁。
36. Bultmann, 前掲書 •Evangelium, 483頁：“翌埜極匹盛 wasvom Standpunkt des 
Menschen ausgesprochen ist, dem der秘匹;begegn!it." 
37. O'Day，前掲書、 749頁：“~relationship with him”．下線部を「人格的」と訳
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Unity and Dualism on Christology and Discipleship in 
Johannine Literature 
SUYA血 Yoshio
Christology and Discipleship are the central messages in Johannine Literature. In the 
first stage of this essay, the author analyzes the structure of Johannine Literature 
identifying Christology and Discipleship in major pericopes. Unity with the Father and 
the Son, and unity with the Son and the disciples are an essential principle to the Johannine 
community. However they are not on equal term: without the Father-Son relationship, 
there is no Son-Disciples relationship. This is why the author of the Johannine literature 
needed to place Christology prior to Discipleship in their writing. In this context, we can 
understand why the authors distinguished the singular form ofぬ四(L)and皿ぬ拉 (Ee)
from the plural form of~(R) and,entQJ.ai(Ei). 
The following are the structural analyses of the literature. 
1) Prologue (John 1:1 ~ 18) 
Christology: 1:1 ~ 4L.L.L., 9 ~ 10a, 14aL. 
Discipleship: 1:5 ~ 8, 10b ~ 12, 14b ~ 18 
2) Jesus in Jerusalem (2:13 ~ 3:21) 
Christology:3: 13 ~ 14. 
Discipleship:3:15 ~ 21. 
3) John's Final Testimony (3:22 ~ 4:3) 
Christology: 3:31 ~ 32a, 35. 
Discipleship: 3:32b ~ 34R, 36. 
4) Jesus'long Monologue (5:19 ~ 47) 
Christology: 5:19 ~ 22, 26 ~ 27, 36 ~ 37. 
Discipleship: 5:23 ~ 25L; 28 ~ 29; 38 ~ 47L,R. 
5) Bread of Life (6:22 ~ 58) 
Christology: 6:32 ~ 33, 35a 
Discipleship: 6:34, 35b ~ 37. 
6) Word of Spirit (6:60 ~ 71) 
Christology: 6:62a, 65. 
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Discipleship: 6:62b ~ 64R, 66 ~ 68R. 
7) Conflict in Jerusalem (7:1 ~ 8:59) 
Christology: 7:16, 18, 26, 28 ~ 29, 33 ~ 34, 40 ~ 42, 52;8:1, 6, 18, 21, 24 ~ 25, 
28 ~ 29, 42, 49, 53 ~ 54, 58. 
Discipleship: 7:31,48; 8:31 ~ 32L, 37 ~ 38L, 43L, 47瓦51L, 52L, 55L, 
8) The Healing of the Blind Man (9:1 ~ 10:21) 
Christology: 10:7,9a,10b ~ 11,14 ~ 15,17 ~ 13Ee. 
Discipleship: 10:8,9b ~ lOa,12 ~ 13,16,19 ~ 21. 
9) The Prelude to Jesus'Hour (11:1 ~ 12:50) 
Christology: 11:25a;12:23 ~ 24,27 ~ 28,32,44 ~ 46,48b ~ 5QL,Ee,Ee_ 
Discipleship: 11:25b ~ 27,12:25 ~ 26,29 ~ 31,33 ~ 36,47 ~ 48aR,R_ 
10) The Farewell Meal (13:1 ~ 38) 
Christology: 13:3, 12 ~ 13, 19, 31 ~ 32. 
Discipleship: 13:4 ~ 11, 14 ~ 17, 20, 33 ~ 35恥
11) The Farewell Discourse A (14:1 ~ 31) ; 12) Discourse B (15:1 ~ 16:33) 
Christology:14:2 ~ 3a, 6, 16 ~ 17a, 18b ~ 19a, 24bL, 15:1, 5a, 26;16;5a, 7 ~ 16, 
25 ~ 28. 
Discipleship:14:1, 3b ~ 5, 7 ~ 15R,EI, 17b ~ 18a, 19b ~ 24aEi,L, 25 ~ 31, 15:2 ~ 4L, 
5b ~ 17R,Ei,Ei,Ee, 18 ~ 25L,L,L, 27 ~ 16:4a, 5b ~ 6, 17 ~ 24, 29 ~ 33. 
13) Jesus'Farewell Prayer (17: 1 ~ 26) 
Christology: 17:1 ~ 6b; 17:17bL. 
Discipleship: 17:6c ~ 17aL,R,L, 18 ~ 26L. 
14) The Passion & Resurrection Narrative (18:1 ~ 21:25) 
Christology: 18:4, 6, 11,20 ~ 23, 36, 37b; 19:11, 30; 21:1 ~、 14.
Discipleship: 19:26, 27; 20:2, 4, 8, 11 ~ 18, 24 ~ 29; 21:15 ~ 23. 
15) On the Johannine Letters 
Christology: lJohnl:1 ~ 2aL, 5b; 2:lb ~ 2;3:16. 
Discipleship: 1Johnl:2b ~ 5a, 6 ~ 2:laL, 3 ~ 19Ei,Ei,L,Ee,Ee,Ee,Ee,L, 3:22 ~ 25Ei,Ee,E,, 
5:4 ~ 12; 2John4 ~ 6Ee,Ee,Ei,Ee, 7 ~ 11. 
In relation to these structural analyses, the author of this essay examines how the 
word and commandment were used in singular and plural forms. The author concludes 
there are no words ~'nor commandments ~ in Christological statements. 
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The~and!).且叫 is what was entrusted to the Son from his Father (Johnl:l, 14; 
8:37 ~ 38;10:18;12:48 ~ 50;13:34;15:3;17:6,14,17;1Johnl:1), while words~ and 
commandments (filltQlru) are used in relation to discipleship. 
In many cases, they are accompanied by their singular forms, }.QgQ.s. and !l.且亭
(John15:10,12; 1John2:4, 7,8;3:22,23,24;4:21;5:3;2John5,6). In order to authorize the church 
statements ~ and church discipline ~. the authors put them together with 
!QgQ.s. and坦 thatwere given to the Son from his Father. What is unique for the 
Johannine corpus is that they convey a different particular thought in the two words in 
dual form, namely, ll;四 and~,lill叫 and filUQili. The singular form is generally 
used Christologically to indicate the pre-existent son of man, historical being of Jesus in 
the flesh, returned figure in glory after crucifixion, and the Spirit in the form of the Paraclete 
to strengthen the Christians left on earth. The singular form of the commandment indicates 
that it was God who first loved us, and who made us love one another (John 3:16; lJohn 
4:19). 
The Johannine school expands the meaning for the plural form of the word, rfillfil.!. In 
John 3:24 and 6:63, rfuruw!. is used in relation to the Spirit. For the Johannine community 
the Spirit is the gift of Jesus in the form of the Paraclete after his glorious return to heaven. 
Though Jesus is speaking on earth in those Scripture passages, the author puts Christian 
witness working together with him in the Spirit. In John 5:7; 8:42; 12:47,the author focuses 
on Rabbinic Judaism after the fal of Jerusalem. John's Jesus refutes the Jews, which reflects 
the Johannine community's struggle against Rabbinic authority. 
In the plural form of the word, commandments ~. the authors see expected 
precepts working in the Johannine community as active examples of the singular form of 
commandment. Although John's Gospel has not clarified the expected precepts in detail to 
his followers, the First and Second Epistles of John place more emphasis on the precepts, 
first by setting a limit of loving each other to loving your brothers (church members), and 
secondly by introducing his own precepts attached to the plural form of the commandment 
(1 John 2:16 ~ 17; 3:16 ~ 18; 5:14 ~ 17,18 ~ 21). 
In conclusion the author of this essay views Christology and Discipleship in Johannine 
Literature in the process of making the historical word and teaching of Jesus contemporary 
to the setting of the new situation of the church community. They witness the traditional 
word and teaching of Jesus with utmost importance, while they apply those traditions in 
their own setting, consciously being aware of themselves that their implications are a 
96 
ヨハネ文書におけるキリスト論と宣教論 ～ その一体性と二元性についての考察
secondary issue. This is why the author of this essay calls it "Unity and Dualism in 
Johannine Literature". 
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